
【個 人】                         提 出  平成 30 年 5月 30 日 

 山  行  報  告  書  

山行計画提出者 ：佐  野 

山 域・山 名： 烏 ヶ 山 （からすがせん）（1,448ｍ） （鳥取県 米子市） 

入山日：平成 30 年 5 月 26 日(土)              帰宅予定日：5月 27日朝 

プラン担当者 正：佐藤  副： 概略図 

参  

加  

者  

L：鈴木  報：佐野  記：佐野 

鈴木 簑島 佐野 佐藤 

 

 

 

男 1名 、  女 3名、 計 4名 

最終打合せ：      5 月 22 日（火） 

雨天中止・順延の連絡：  月  日（ ） 

      時までに（メール）で連絡。 

順延：有・無       月  日（ ） 

5 月 26日

(土) 

集合時間： 午後 7 時 30 分  集合場所： ホテルフロント  

≪レンタカー≫ホテル 7：35～8：40 大山国民休暇村 8：50～9：50南峰 

9：50～10：50 頂上 10：50～11：20 昼食・休憩 11：20～12.：05 

新小屋峠 12：05～13：15 下山口 13：15～13：30 大山休暇村 

13：30～14：30温泉 

14：30～17：20ゲゲゲの鬼太郎ロードへ移動、見学 

米子駅 20：15～ 

5 月 27日

(日) 

新宿 7：30 各自自宅へ 

荒天候時のエスケープルート： 下山口へ戻る 

装
備
と
食
糧 

共同装備：ツエルト（2） 

共 同 食：なし 

車提供者：なし 

個人装備：ヘッドランプ、雨具、防寒衣、コンパス、地図、非常食  

個 人 食：昼食                                                                                                                                    

感 
 

 
 

 

想 

大山登頂の翌日の山行 2 日目、今回のホテルは宿泊代が安い上に無料の朝食まで付き大満

足。前日の酔いもスッキリ冷め 7：30 に出発。レンタカーで大山国民休暇村登山口へ。左

周回のコースで登山道は頂上付近まで特に危険箇所はなかったですが８割笹薮でなかなか大

変でした。頂上付近になると登ってきた新緑が下方全体に見渡せ、その先に日本海もうっす

らと見え広大な景色でした。そこからは岩場の始まり。 

今回の目的の TVCM で話題となった宇多田ヒカルの撮影箇所だろうという場所で記念撮

影。結局そこだったのか不明でした。頂上までさらになかなかの岩場があり、一日目の大山

より登り甲斐がありました。頂上へ着くと目の前に前日とはまた違った角度で大仙がくっき

りと見えました。岩場や笹藪で少し予定より時間がかかりましたが無地に下山。 

そこから夜行バスの時間まで空き時間があったので米子では有名なゲゲゲの喜太郎ロードを

車で目指しました。朝ドラで有名になりました。米子駅に向かうまでも日本海と大山のコン

トラストが眺めることが出来、米子のシンボルである大仙がいつも見守ってくれているよう

な印象でした。軽食を済まし夜行バスへ。前日よりグレードアップしたバスはクッション性

や振動も少なく快適でした。乗り物酔いもせず朝 7:30 に予定通り新宿バスタに到着。 

中国地方、またいつの日か今回を思いだしながら今度は美野島さんの行ったユートピアルー

トを目指すのもいいなと思いました。 

温泉に飲みにおおらかな大山に見守られながらの山旅。とても満足のいく山行でした。 

 


